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春は一層火の用心

防火ﾁｪｯｸの励行を

3月補

正

　学習と人づき合いの楽しさー。

公民館のサークル活動には、大き

な魅力があります。年齢、性別な

どを超えた活動の輪は、大きく広

がっています。活動歴16年という

ベテランサークルから誕生間もな

いサークルまで、83のサークルが

活動中です。生活をより豊かにす

るため、あなたもぜひ公民館サー

クルにご参加ください。

▲サークル活動の成果を発表（木幡公民館まつり、59年11月）

公民館サークル会員募集あんない
サークル名 例　会　　日 活　　勣　　内　　容 連絡先

宇

治

公

民

館

文学サークル srs3木嗜日 課SI本を読み感想をISI)合う。
岡部Hi

31－5863

日本画サークル 第1 ･ 3金曜日 デッサン･写生など楽しく日本画を描く。 白山喬

43－3034

宇治園芸クラブ 第2水曜日
芒< Hit.中に心の安らぎを求めて楽 HIS千代子

23－2077

公害問題学習会 W,1月曜日 水問題を中心に学習。
奥田澄子

43－0957

アートフラワー
サークル 第2・４金曜日 全貝であれこれ話をしながら作品を制作。

石川柵美

43－0383

グーチョキパー If!2・４月曜日 幼児をもつ親を中心に子育ての学習. 小島裕子43―7555

歴史を学ぷ会 5S 3火曜日 歴史の学習を深めながら.臨地学習にも。 細谷睦夫
21－3705

水　曜　会 351･2・4水曜日
旨肘中級者も和気あいあいと油絵 太田美子

32－1014

やまぶきサークル 第2・４月Ili日 冷7竺y居を制作．ただ今３作目に向 山村久芙子23－8125

宇治朝罵コーラス毎週火liia
箭%てｱクル発表会などで発表。 芳村千賀子

44－0079

水墨画サークル
若　　　竹 第1・３水曜日 水墨画の制作と会員相互の税睦.松村幸子23－4072
自主婦人講座
つ　ば　さ Si1木曜日 女性の生き方､婦人問題を勉it.

黒石芳子

23－OI49

絵画サークル 第I・3金IS日
)lil絵を中心に制作､市民絵画腱など
発表会に出品

別所正枝

21－2988

女性史を学ぶ会 ･J!3土曜日 今年度は「茶業と女性」について学習
を深める

三谷敏子

32－1019

民謡サークル
めばえ会 第2・４金曜日

日本の心、民S*をあなたもうたってみ
ませんか。

北村清一

43－5953

児童文学サークルIS 2金曜日 子どもの本を一緒に読んで子どもたち
とis らいませんか．

山本明子

22－1623

木

幡

公

民

館

お茶の文化を
学　ぶ　会 第1水曜日 ぉ茶の文化と歴史を学び.見学会などi. 服部栄治

22－7451

サークルきすな
第1金曜日

子育ては親も子も胃つことと考え、楽
しく勉強。

安木孝子

33－0263

手染めサークル

染') ゅ　う S!1・３金ISa 寥庭の小物など、身近なものをモチー
フに型染めする。 田中ft;美子

33－2043

水彩画サークル
　　　彩 第2 ･ 4水曜日

水彩画の技術iJ伶と会員相互の親睦に
つとめる

西　　貞

32－5680

ちぎり絵サークル
さ　わやか 第2 月曜日 和紙を使ったちぎり絵を楽しく制作。

松下加津子

32－2582

俳画教室 第2・４火曜日 俳itJ技術の向上を図り、主に萬葉集・和漢朗球集を学習
玉井武男

31－5696

あﾋさいｺｰﾗｽ r.i・2・4金曜日コーラスを楽しみませんか現r: 'い
い日旅なち」「無縫坂．をtin

田中a, is:

32－0686

ｒ俳句会 SI1土曜日 あなたもー旬作ってみませんか。
太田勇

　31－8251

詩吟朝霧会 V,1・3 金雌a
詩吟を通して観睦をはか0 ,同好の輪
を広げている

磯貝茂子
23－3190

観子体操サークル
なかよ　し 第l・2 ･ 3 金11'日 親子(幼児)で青楽に合わせ体を動かし

リズム感を表現。 河lf千恵子　33－1419

a康体操サークル 紅週金曜日 主婦を中心にリズムに合わせてヨガ、
ジャズダンスを取り入れた体操 石井美千子33－O198

宇治古武itt
錬　成　会 毎週水曜a 護身技法の侈(≫と健全な心身の育成を図る。

例会時に

直接会≫*へ

太　極　拳木幡教m. 毎週木曜日 太極拳の普及と技術伝達。
神谷昭三

43－0198

木幡青少年
空手道教室 毎a 金曜日 空手遣を通じて青少年の鯉全fr成と会

μ相川.の杖睦を図る． 西出a Si
32－3394

小

倉

公

民

館

わかめの会 第1■3 木曜日
食生ifiの点検と安心して食べられる工
夫を字fi。

大塚由紀子

44－7505

宇治市史を学ぶ会 第2・４土曜口 ｢宇治市史｣をテキストに．宇治の歴史について学糾。
奥田勝雄
44－0291

K話サークル
≪S 3 川l≪日 tf.もtiている尺謡を掘'l起こし、is'I

絣いでいこうと学習.
上田恵子
32－0654

小菊盆栽サークル 第1・3±lli日 小菊盆栽の育て方について学習。
江a彦三郎

22－1892

秀　画　会 352・4 火ili日 仲間とともに油絵を楽しむ。 坂口泰三郎44－0438

水彩画サークル 第2・i木曜日(間とともに水彩画を楽しむ。
匠内lii-r-

22－1740

子育て広場

ドー-t- ■■/

月　　２　　回

　１回は野外沃齢
岐と子≪'ー緒に楽しむ≪-動をし．子育

ての学桝

鮫ft 伏栄

23－92a）

中学生を考える
学　Ｍ　会 第2火Ill a 中学生の心身の発itについて学l?.

末崎n f･

23－4729

19芸サークル 第3火曜日 M芸技簡の学習。 ヽ入江久f　21－37朽

こすもす学級 .J52・4 木曜日 子介て(幼児)について学r.. 石Ill ≪･■f
20－0123

た
だ
今
、
会
員
を
募
集
中

　
現
在
、
宇
治
、
木
幡
、
小
倉
の

各
公
民
館
妄
錫
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
は
八
十
三
。
。
公
民
館
活
動
へ

の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
自
主
的

に
結
成
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
運
営
は
、
全
て
会
員
の
手
で
行

わ
れ
、
例
会
や
発
表
心
一
な
芦
浄
取
’

趾
聚
箭
て
い
未
了
。
そ
し
て
、

会
員
を
募
集
中

公
民
館
活
動
か
通
し
て
地
域
の
文

化
環
境
が
高
め
ら
れ
、
新
し
い
仲

間
や
人
づ
膏
惑
い
の
輪
が
年
々
広

が
っ
て
い
ま
ず
。

　
ふ
る
さ
と
宇
治
に
残
る
民
話
を

掘
Ｓ
＼
起
こ
し
て
そ
Ｅ
逆
ち
に
心

温
ま
る
民
話
か
残
そ
う
と
、
会
員

自
ら
現
地
に
出
か
け
て
採
集
活
動

を
続
け
る
民
話
サ
ー
ク
ル
。
油
絵

を
中
心
に
制
作
、
市
民
絵
画
展
な

ど
に
力
作
か
田
品
し
て
い
る
絵
画

サ
ー
ク
ル
な
ど
、
同
じ
趣
味
を
通

し
匹
錫
す
る
連
帯
感
と
、
仲
間

と
心
通
５
　
話
が
で
き
る
こ
と
が
大

き
ｔ
<
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
、
よ
弦
豊
か
な
生
活

か
退
る
た
め
に
、
気
軽
に
サ
ー
ク

ル
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
宇
治
、
木
幡
、
小
倉
の
三
公
民

館
の
サ
ー
ク
ル
（
右
表
）
で
は
、

新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
毒
了
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、

や
っ
て
み
ぷ
っ
と
思
ヽ
又
は
、
希

望
サ
ー
ク
ル
の
連
絡
先
か
、
各
公

民
館
へ
お
気
軽
に
お
問
虻
昌
せ

く
だ
さ
い
。

▽
宇
治
公
民
館
・
：
ａ
ｏ
ｌ
～
４

▽
木
幡
公
民
館
・
：
容
⑩
ａ
１
９
０

▽
小
倉
公
民
館
…
豊
⑩
ｔ
６
８
７

　
昭
和
六
十
年
庶
政
の
「
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
（
Ａ
４

版
四
十
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
刷
り
）

は
、
た
だ
今
各
町
内
（
自
治
）
＆
一

長
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
配
布

中
で
す
。
町
内
（
自
治
）
心
一
に
加

ただ今配布中

入
し
て
い
な
い
人
は
、
市
役
所

広
報
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
ぐ

か
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
四
月
末
日
ま
で
、
宇
治

市
文
化
セ
ン
タ
ー
各
館
（
折
居

台
一
丁
目
）
や
宇
治
公
民
館
（
宇

治
里
尻
七
一
１
九
）
・
、
木
幡
公
民

館
（
木
幡
内
畑
三
四
ト
七
）
、
小

倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
九
一
）

に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
『
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
き
』
は
、
五
十
九
年
度
版
か

ら
発
行
。
市
の
行
事
予
尼
や
税

の
納
期
、
ま
た
市
の
主
な
施
設

案
内
、
予
防
接
種
な
ど
の
保
健

予
防
日
程
表
、
各
種
相
談
案
内

保健予防年間日程表も掲載

な
ど
夕
掲
載
し

て
い
未
了
。
家

族
の
予
定
や
出

来
事
な
ど
を
記

入
す
れ
ば
、
我

が
家
の
一
年
の

記
録
と
し
て
も

保
存
で
茫
乎
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
　
（
広
報
課
）

437

年
度
末
過
不
足
を
調
整

一
般
会
計

予
算
総
額

　
宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
本
会

議
が
、
三
月
十
五
日
午
竺
時
か

ら
開
か
れ
、
同
日
、
提
案
さ
れ
た

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）
案
を
ほ
じ
の
、

宇
治
市
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
案
な

芦
午
二
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
は
、
昭
和
五
十
九

年
度
職
員
給
与
を
国
家
公
務
員
に

準
じ
て
改
定
す
る
た
め
の
経
費
、

２
９
４
億
７
千
７
６
４
万
円
に

補
助
金
や
起
債
の
決
定
に
よ
る
必

要
な
予
算
上
の
措
置
、
そ
し
て
年

度
末
ま
で
の
忌
込
額
算
定
に
よ
り

過
不
足
の
調
整
鷺
必
要
と
チ
る
も

の
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
十

億
九
千
三
百
四
万
八
千
円
で
、
最

終
予
算
総
額
は
二
百
九
十
四
億
七

千
七
百
六
十
四
万
二
千
円
と
な
り
、

前
年
の
最
終
予
算
と
比
べ
、
三
・

三
狸
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
一
般
会
計
〉

▽
職
員
給
与
改
定
に
要
す
る
経
費

　
に
二
億
三
千
二
百
八
十
二
万
九

　
千
円
。

▽
府
営
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
整
備

　
事
業
等
負
担
金
に
二
億
九
千
三

　
十
七
万
円
。

▽
広
野
中
学
校
進
入
道
路
用
地
造

　
成
取
得
費
追
加
に
二
億
三
千
四

　
百
五
十
九
万
二
千
円
。

▽
公
共
施
設
等
整
備
翌
侶
立
金

　
に
二
億
円
。

▽
街
つ
く
匯
対
策
事
業
（
大
亀
茶

　
屋
線
、
勢
ノ
倉
一
ヶ
谷
線
用
地

　
取
得
）
に
一
億
百
十
八
万
五
千

　
円
。

▽
下
居
大
久
保
線
築
造
事
業
で
九

　
千
万
円
の
減
額
。

▽
川
東
皐
〈
線
築
造
事
業
至
八
千

　
万
円
の
減
額
。

▽
大
久
保
宇
治
川
線
築
造
事
業
で

　
五
千
万
円
の
減
額
。

〈
特
別
会
計
〉

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で

　
は
、
宇
治
川
右
岸
公
共
下
水
道

　
事
業
で
七
于
で
百
万
円
の
減
額
。

　
木
津
川
流
域
下
水
道
事
業
根
幹

　
施
設
建
設
負
學
誓
茄
に
ヱ
〈

　
百
八
十
几
万
一
千
円
。

「
宇
治
百
景
」
を
発
刊

　
　
　
名
所
・
旧
跡
を
収
録

　
宇
治
公
民
館
版
画
サ
ー
ク
ル

（
若
林
千
恵
子
世
話
人
ほ
か
十
一

人
）
の
版
固
集
「
宇
治
百
景
」
が
、

こ
の
ほ
芦
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
版
画
集
は
Ａ
５
版
で
、
市
内
各

地
域
の
名
所
・
旧
跡
や
風
物
、
風

景
な
ど
百
枚
の
版
画
が
、
六
編
に

分
け
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
ず
。
解

説
文
と
地
図
が
つ
き
、
市
内
の
文

化
案
内
と
し
て
だ
け
で
は
な
ぐ
、

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
も
楽
し
め
る

ぷ
っ
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
同
サ
ー
ク
ル
は
、
昭
和
五
十
二

年
一
月
に
発
足
。
主
婦
や
会
社
員

な
ど
三
十
代
か
ら
Ｉ
〈
十
代
の
会
員

が
月
二
回
の
例
会
を
開
き
、
制
作

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
の

版
画
集
は
、
幅
広
く
宇
治
夕
題
材

に
し
て
、
五
土
八
年
か
ら
三
年
が

か
り
で
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　
版
画
集
は
五
百
部
印
刷
の
限
定

版
。
一
部
千
円
で
頒
布
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
人
は
、
宇
冶
公
民

館
へ
直
接
来
館
さ
れ
る
か
、
ま
た

は
、
現
金
書
留
に
千
円
と
切
手
二

百
五
十
円
を
同
封
の
上
、
〒
ｍ
７

治
里
尻
7
1
－
９
、
宇
治
公
民
館
へ

60年度版「市民カレン

ダーと手引き」

心豊かな生活求めて

公民館につどう
83サークル

宇治公民館版画

サークル
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六
地
蔵
と
い
ラ
地
名
呼
称
が
、

い
つ
ご
み
か
ら
定
着
し
た
の
か

は
定
か
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

旧
六
地
蔵
内
の
京
都
市
伏
見
区

桃
山
町
西
町
に
あ
る
浄
害
夫

善
寺
は
、
そ
の
寺
名
よ
り
も

　
「
六
地
蔵
さ
ん
」
と
い
う
俗
称

で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
境
内
の
地
蔵
堂
に
は
等
身
大

の
石
造
地
蔵
菩
薩
立
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
仁
寿
二

年
（
八
五
二
）
に
小
野
篁
に
よ
っ

て
刻
次
れ
た
六
体
の
内
の
一
つ

と
い
之
読
が
あ
り
、
保
元
年

間
（
一
一
五
六
～
五
九
）
に
平
清

盛
が
こ
の
大
善
寺
ほ
か
京
都
周

辺
の
交
通
の
要
衝
六
ヵ
所
に
こ

中央･木幡・小倉公民館で4月13日まで受け付け

れ
ら
盈
饉
し
た
の
だ
と
い
う
。

　
江
戸
時
代
に
は
京
都
近
在
の

人
々
の
中
で
、
毎
年
こ
れ
ら
Ｉ
ハ

カ
所
の
地
蔵
尊
を
巡
拝
す
る

「
六
地
蔵
巡
り
」
が
風
習
と
な
っ

て
い
た
。
古
く
か
ら
流
行
病
や

悪
疫
か
石
た
ら
す
御
霊
は
、
道

m
つ
て
町
や
村
に
入
り
込
む

の
だ
と
り
２
７
一
が
あ
り
、
京

て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
豊
臣
秀
吉
は
、
宇
治
川
沿
い

に
棋
島
堤
を
。
伏
見
城
下
に
豊

後
橋
（
観
月
橋
）
衆
巨
掠
池
に

は
小
倉
堤
か
通
り
、
城
下
か
ら

豊
後
橋
奎
鮭
て
奈
良
に
向
か
う

大
和
街
道
か
整
備
し
た
。
つ
ま

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
伏
見
城
下

に
重
要
な
道
路
が
集
中
さ
れ
、

六
地
蔵
宿

都
の
入
口
に
あ
た
る
町
や
村
で

は
、
そ
の
は
ず
れ
な
ど
に
地
蔵
～

尊
を
鵬
る
こ
と
が
広
く
行
ｐ
れ

て
い
た
。
こ
こ
で
取
ぴ
上
げ
る

六
地
蔵
の
地
も
交
通
の
要
衝
と

し
て
早
く
か
ら
開
け
た
と
こ
ろ

で
、
近
江
と
大
和
、
そ
し
て
伏

見
山
欠
越
え
て
京
都
に
至
る
主

要
道
の
分
岐
す
る
結
節
点
と
し

　
め
ま
ぐ
る
し
ぐ
変
化
す
る
現
代

社
会
の
中
で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
肯
豊
か
な
知
識
や
教
養
か
身

に
つ
け
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
老
後
か
送
っ
て
い
た
だ
ぐ
た
め

に
、
今
年
は
中
央
・
木
幡
・
小
倉

公
民
館
の
三
館
で
高
齢
者
教
室
を

開
設
し
ま
す
。
毎
年
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
楽
し
ぐ
学
習
、
あ
な
た
も

ぜ
ひ
、
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

六
地
蔵
も
減
下
の
東
口
に
あ
っ

て
奈
良
街
添
上
に
位
置
す
る
宿

駅
と
し
て
の
繁
栄
を
み
る
こ
と

に
な
る
。

　
集
落
は
札
ノ
辻
。
別
名
金
ヶ

辻
と
呼
ば
れ
る
Ｔ
字
型
の
分
岐

点
を
中
心
に
発
達
し
、
辻
の
北

側
に
高
札
場
、
そ
し
て
宿
駅
に

は
欠
か
せ
な
い
伝
馬
所
が
設
け

宇
治
鳳
凰
大

学
　
こ
の
大
学
は
、
四
ヵ
年
で
四
コ
。

１
ス
か
終
了
し
て
卒
業
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
ず
。

▼
対
象
・
・
・
6
5
歳
以
上
の
市
民
。

▼
開
設
期
間
と
時
間
…
５
月
か
ら

　
翌
年
３
月
ま
で
全
1
4
回
、
午
前

　
９
時
半
～
正
午
。

▼
会
場
と
開
講
日
・
・
・
中
央
公
民
館
、

^
ａ
れ
、
年
寄
一
名
と
役
人
一
、

二
名
に
よ
っ
て
諸
々
の
事
務
が

処
誉
範
だ
。
奈
良
街
道
は
参

勤
交
代
の
道
筋
と
し
て
は
用
い

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
六
地
蔵
の
宿
に
は
本
陣
や
脇

太
陣
は
設
け
ら
れ
ず
、
御
蚕
｀

道
中
な
ど
に
際
し
て
は
、
付
近

の
町
家
な
ａ
ｊ
ｐ
代
替
さ
れ
た
と

　
　
　
　
　
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
六

　
　
　
　
　
地
蔵
宿
の
正
式
名

　
　
　
　
　
称
は
伏
見
宿
大
和

　
　
　
　
　
口
六
地
蔵
伝
馬
所

と
い
い
、
元
禄
期
（
一
六
八
八

上
七
〇
四
）
の
統
計
に
よ
る

と
伝
馬
三
十
三
匹
が
分
置
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
が
亨
保
年
間

（
一
七
一
六
～
三
六
）
に
は
急
増

し
、
九
十
四
匹
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
六
地
蔵
が
淀
川
水
運

の
河
港
で
も
あ
っ
た
こ
彊
？
り
、

そ
の
重
要
性
が
増
大
し
た
た
め

　
５
月
1
4
B
叫
。

▼
募
集
コ
ー
ス
と
定
員
（
先
着
順
）

　
・
・
・
①
又
学
歴
史
コ
ー
ス
ー
8
0
人

　
②
健
康
管
理
コ
ー
ス
＝
5
0
人
③

　
政
治
経
済
コ
ー
ス
ー
4
0
人
④
社

　
会
福
祉
コ
ー
ス
ー
6
0
人
。

▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

　
号
、
希
望
コ
ー
ス
を
書
い
て
、

　
４
月
２
Ｒ
㈹
か
ら
Ｓ
ｍ
Ｂ
ま
!
Ｐ

▲土ひねりを楽しむ受講生（59年７月、木幡許乃国教室で）

と
尽
ｐ
れ
る
。

　
江
戸
時
代
の
伏
見
宿
・
六
地

蔵
宿
に
は
、
補
助
的
に
人
馬
を

提
供
す
る
助
郷
と
呼
ば
れ
る
村

々
は
付
属
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

盟
羅
新
直
後
に
宏
扁
南
部

の
十
五
力
村
が
六
地
蔵
宿
の
助

郷
に
付
属
さ
れ
る
。
し
か
し
、

書
り
な
ぐ
そ
れ
も
廃
止
さ
れ
、

ま
た
近
代
鉄
道
網
の
邪
達
に
よ

っ
て
宿
の
様
相
は
次
第
に
朱
幻

に
宇
治
市
中
央
公
民
館
鳳
凰
大

学
へ
。
既
に
在
籍
し
て
い
る
人

は
、
申
し
込
み
不
要
。

　
こ
の
二
つ
の
教
室
は
、
そ
れ
ぞ

れ
Ｉ
ヵ
年
で
終
了
し
津
ｙ
が
、
毎

年
入
孝
す
る
こ
と
が
出
番
手
］
。

▼
対
象
・
・
・
6
5
歳
以
上
の
市
民
。

▼
開
設
期
間
と
時
間
・
・
・
５
月
か
ら

　
翌
年
３
月
ま
で
の
全
1
5
回
、
午

　
前
９
時
半
～
正
午
。

▼
会
場
と
開
講
Ｂ
・
・
未
幡
公
民
館

　
が
５
月
1
6
日
唄
小
倉
公
民
館

　
が
５
月
1
5
日
困
。

▼
学
習
内
寮
・
・
健
康
管
理
、
文
学

c宇治市中央公民館…折居台1

　の1 （豊＠14 11）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

　34の7 （S⑩8 2 9 0）

○宇治市小鼻公民館…小倉町寺

　内91（豊R 4 6 8 7)

れ
て
い
っ
た
。

▲交通の要所、六地蔵札ノ-it

　
歴
史
、
政
治
経
済
、
社
会
福
祉

　
な
ど
に
つ
い
て
磐
陥
に
学
習
。

▼
定
員
（
先
鐙
順
）
・
・
・
木
幡
公
民
館

　
県
人
、
小
倉
公
民
館

1
2
0
人
。

▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き
に
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
飛

　
「
高
齢
者
教
室
受
講
希
誤
と
書

　
い
て
４
月
２
日
ｓ
か
ら
1
3
B
山

　
ま
で
に
ご
希
望
の
公
民
館
へ
。

　
（
中
央
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
）

第４回小倉公民館まつり ３
月
2
1
～
２
７
日

親子で連日にぎわう

人形劇など多彩な催し

　
今
年
も
恒
例
の
「
小
倉
公
民
館

ま
つ
り
（
第
四
回
）
」
が
、
三
月
二

十
一
日
か
ら
二
十
七
Ｅ
ま
で
開
催

さ
れ
、
連
旱
ハ
勢
の
人
た
ち
で
に

″
６
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
小
倉
地

域
の
人
た
ち
の
親
睦
と
交
流
か
目

的
と
し
て
ぶ
落
市
小
倉
公
民
館

ま
つ
り
実
行
委
員
心
一
の
主
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
初
日
か
ら
三
日
間
開
か
れ
た
作

品
展
示
に
は
書
画
や
工
作
、
。
手
芸

な
瓦
７
台
点
が
出
展
。
素
人
の

手
づ
ぐ
り
と
は
尽
兄
な
い
程
の
力

作
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
感
心
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
好
評
の
「
各
種
手
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー
」
（
二
十
四
日
）
で
は

大
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
そ
公
嵯

ち
Ｅ
参
加
。
パ
″
チ
ワ
ー
ク
や
籐

ト
カ
作
ぞ
ろ
い
の
展
示
作
品
（
３
月
2
3
日
撮
影
）

手
芸
、
竹
笛
作
り

や
七
宝
焼
な
ど
に

郎
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
巡
。
最

終
日
二
十
七
Ｅ
に

行
幻
れ
た
「
人
形

劇
の
つ
ど
い
」
で

は
、
。
み
に
く
い

ア
ヒ
ル
の
子
‘
な

ど
三
本
の
劇
が
披

露
。
親
子
連
れ
で

仲
良
く
観
劇
す
る

姿
が
多
ぐ
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
（
小
倉
公
民
館
）

生
か
し
て
み
よ
う

　
あ
な
た
の
経
験
・
能
力

　
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に

仕
事
の
場
を
つ
く
り
、
老
後
の

牛
吝
安
定
と
ま
さ
が
い
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
宇
治
高
齢
者

事
業
団
（
武
田
貞
を
理
事
長
）
が

設
立
ｇ
れ
て
八
年
目
か
迎
え
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
府
や
市
の
仕
事
を

は
じ
め
、
民
有
地
の
草
刈
S
V
や

清
掃
、
家
庭
の
植
木
せ
ん
て
い
、

家
屋
修
理
、
家
事
乖
伝
い
、
そ

し
て
ビ
ル
清
掃
な
ど
の
仕
事
を

請
け
負
い
、
多
く
の
市
民
の
皆

岑
九
に
親
し
奔
れ
て
り
手
一
。

　
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
高
齢
者
事

業
団
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
資
格
・
：
5
5
歳
以
上
の
健
康
で

　
働
く
意
欲
の
あ
る
人
。

438

春
の
市
民
文
化
祭

出
展
作
品
を
募
集

４月15日まで
▲ズラリ並んだ作品を鑑賞する人たち

　(59年５月、春の市民文化祭で)

　
春
の
市
民
文
化
祭
は
、
五
月
四

日
か
ら
一
八
日
ま
で
中
央
公
民
館
で

開
催
。
作
品
展
示
に
、
あ
な
た
の

力
作
を
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
。
▼
募
集
作
品
・
・
生
け
花
、
額
装

品
、
文
芸
（
短
歌
・
俳
句
）
、
盆
栽
、

園
芸
、
書
道
、
写
真
、
陶
工
芸
、
手

工
芸
な
ど
▼
参
加
資
格
・
：
市
民
ま

た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
ア

マ
チ
ュ
ア
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
…
４
月
1
5
日
ま
で
に
、
市
民

文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
、
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
作
品
の
搬
入
は
、
５
月
３
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
の
間

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

宇
治
高
齢
者
事
業
団
が
団
員
募
集

宇
治
市
史

の
窓

木
幡
許
乃
国
教
室

小
倉
高
齢
者
教
室

高齢者

教室

受講生を募集

仕
事
の
提
供
を

「
宇
治
市
史
」
「
市
史
年
表
」

　
　
発
　
売
　
中

テレビ市政だ
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子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

　
四
月
六
日
か
ら
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
実
践
し
事
故
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
新
入
学
（
園
）
児
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

　
宇
治
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

を
中
心
に
、
期
間
中
、
○
新
入
学

（
園
）
児
牽
甲
心
と
し
た
子
戸
石
の

▲子どもたちへ思いやりの心で運転を

交
通
事
故
防
止
Ｏ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

や
ヘ
ル
メ
″
ト
着
用
の
徹
底
旦
一

輪
車
牽
甲
に
心
と
し
た
無
謀
運
転
の

追
放
を
重
点
目
標
に
運
動
が
進
め

ら
れ
未
丁
。
ま
た
、
市
と
宇
治
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
宇

治
警
察
署
と
協
力
し
て
左
表
の
啓

器
錫
や
交
通
安
全
の
肺
匁
存

い
未
ｙ
。

　
と
こ
ろ
で
。
市
内
の
交
通
事
故

の
発
生
件
数
は
七
百
九
十
件
（
対

前
年
比
二
十
五
件
減
）
、
負
傷
者
数

は
九
百
九
十
七
ｒ
ハ
（
対
前
年
比
七

人
減
）
、
死
者
数
は
丈
（
対
前
年

比
五
人
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
死

者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
宇
治
警
察
署
で
は

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
諸
対
策

交通事故発生状況(宇治署管内)

昭和59年1/1～12/31 前年比

交通事故発生件数790件 －25

死　　者　　数 10人 ＋５

負　傷　者　数 997人 －７

鷺
現
弓
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
、
必
ず
な
・
・
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル

メ
″
ト
か
晋
用
し
、
気
を
引
良
″

め
て
運
転
す
る
ぶ
コ
、
ま
た
歩
く

人
に
も
必
ず
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

ぶ
品
沙
か
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

期間中の催し

槇
島
町
十
一

　
小
幡
　
優
輝
ち
ゃ
ん

お
知
ら
せ

　
交
通
指
導
員
の
募
集

　
▼
５
募
資
格
・
：
6
0
歳
未
満
の
男

女
で
、
毎
朝
（
登
校
時
の
一
時
間
）

勤
務
の
で
き
る
人
▼
募
集
人
数
・
・
・

若
十
名
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

４
月
５
日
廊
ま
で
に
交
通
労
政
課

へ
。
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
交
通
遺
児
激
励
金

　
小
・
中
学
校
入
学
時
に

　
市
で
は
、
交
通
事
故
で
親
な
ど

　ゆうきちゃんは、お父さんにそ

っくり。えくぼがとてもかわいい

男の子です。

　この欄に掲載するお子さん（59

年4月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

を
な
ぐ
し
た
子
μ
も
た
ち
の
健
全

な
育
成
を
願
い
、
交
通
遺
退
励

金
か
支
給
し
て
い
康
ｆ
ｙ
。

　
▼
支
給
内
容
…
小
学
校
入
学
時

本万
円
▼
申
請
・
・
・
４
月
1
3
日
出
ま
で

に
、
市
役
所
交
通
労
政
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
国
民
年
金
保
険
料

　
納
付
は
お
忘
れ
な
く

　
国
民
年
金
の
保
険
料
か
頑
一
め
て

い
た
だ
４
垂
し
た
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
い
季
£
、
万
一
の
事
故
の

時
に
障
害
、
母
子
年
金
な
ど
が
受

給
１
屁
い
だ
け
で
な
ぐ
、
将
来

老
齢
年
金
を
受
給
で
き
な
ぐ
な
る

こ
ぐ
り
あ
り
ま
す
。
未
納
の
場
合

は
、
四
月
中
に
最
寄
り
の
金
融
機

市奨学生

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
奨

学
生
の
募
集
を
し
康
ｙ
。

　
▼
対
象
…
本
人
と
保
護
者
が
、

市
内
に
引
真
賢
答
年
以
上
居

住
し
（
学
校
が
遠
い
た
め
、
本

人
だ
け
下
宿
の
場
合
も
含
む
）
、

学
費
の
支
出
が
困
難
で
、
他
の

奨
学
金
な
芦
派
受
け
て
い
な
い

人
▼
募
集
人
員
：
若
干
名
▼
貸

付
月
額
・
：
高
校
生
（
公
立
＝
四

千
五
百
円
、
私
立
＝
八
千
円
）
。

関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
４
月
８
日
か
ら

　
市
内
各
地
で
結
核
検
診

　
四
月
八
日
か
ら
、
市
内
各
地
に

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が
結
核
検
診
に
回

り
毒
了
。
健
康
を
守
る
た
め
、
年

に
一
回
結
核
検
診
か
受
け
ま
し
ょ

　
検
診
の
日
程
･
４
Ｋ
場
な
戸
ほ
、

「
市
政
だ
よ
り
」
三
月
二
十
一
日
号

に
掲
載
し
て
い
本
子
。
な
お
、
受

診
券
は
各
会
場
に
も
あ
り
水
子
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
　
青
年
海
外
協
力
隊

　
　
募
集
説
明
会

　
▼
と
き
…
４
月
2
5
ｒ
ａ
ｇ
-
５
月

９
日
内
５
月
1
7
日
面
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
６
時
半
Ａ
時
半

▼
と
こ
ろ
・
：
京
都
府
立
勤
労
＆
一
館

▼
内
容
・
・
・
協
力
隊
広
報
映
画
上
映
、

事
業
説
明
、
応
募
相
談
▼
対
象
・
・
・

翌
勁
ら
3
5
歳
ま
で
（
原
則
）
の
日

太
国
籍
の
男
女
▼
入
場
・
・
・
無
料

　
な
お
、
六
十
年
度
の
隊
員
募
集

を
四
月
十
五
日
か
ら
五
月
三
十
一

日
彦
石
い
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
、

〒
聊
ハ
阪
市
北
区
堂
島
２
－
２
－

２
近
鉄
堂
島
ビ
ル
８
Ｆ
、
国
際
協

力
事
業
団
関
西
支
部
（
≪
ｏ
ｃ
ｃ
ｃ

３
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｍ
.
-
1
)
へ
。

　
　
　
　
　
（
国
際
協
力
事
業
団
）

●申し込み･問い合わせ

福祉事務所福祉課

高
等
専
門
学
校
生
＝
五
千
円
。

大
学
生
（
国
‘
公
立
＝
八
千
円

私
立
上
万
一
千
円
）
▼
返
済

方
法
・
・
・
貸
付
期
間
終
了
後
一
年

据
え
置
き
、
2
0
年
間
で
返
済
▼

申
し
込
み
・
・
・
福
祉
課
に
あ
る
願

書
に
、
学
校
長
の
推
薦
調
書
、

成
績
証
明
書
、
・
在
学
証
明
書
を

添
え
、
４
月
3
0
日
ま
で
に
福
祉

事
務
所
福
祉
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

福祉タクシー利用券を心身障害者に

け、次のいずれかに該当する人。

①視覚の障害程度が１、２級。②

下肢と体幹の障害程度が１、２級。

③､亡ヽ臓、じん臓、呼吸器、ぼうこ

う、直腸機能の障害程度が１級。

④療育手帳がＡ。

　市では、昭和59年11月１日から

福祉タクシー制度を実施していま

す。該当者は、身体障害者手帳ま

たは療育手帳と、印鑑を持って福

祉事務所福祉課へお越しください。

　卜・対象者…市内に居住し、身体

障害者手帳、療育手帳の交付を受

4
／
2
8
↓
5
／
６

府
立
植
物
園
で

　
昭
和
六
十
三
年
京
都
国
体
に
向
け
て
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
開
か

れ
ま
す
。
各
種
草
花
な
ど
の
展
示
の
ほ

か
、
人
気
も
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

音
楽
会
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
。

●申し&ff-■raいｔわせ　福祉事務所福祉課へ
主催京都府

'85京都
花と緑のフェスティバル
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ご利用ください
　
’
昨
年
末
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
ー
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
ー
ス
を
一

部
手
直
し
を
し
て
三
コ
ー
ス
を
設

ｍ
し
ま
し
た
。
自
然
と
親
し
み
、

健
康
。
つ
く
り
に
最
適
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
用
意
す
る
物
は
、
地
図
、
コ
ン

パ
ス
、
赤
鉛
筆
、
時
計
な
ぺ
地

図
は
、
京
阪
宇
治
駅
売
暇
早
良

が
丘
売
店
で
販
売
。
一
部
五
十
円

で
す
。

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
は
京
阪
宇
治
駅

コース図

匝三瓦）

京阪宇治駅
↑
↓

天ヶ瀬ダム
↑
↓

太陽が丘
　(約10km)

(B‾Ξマ)

陽
が
丘
を
ス
タ
ー
ト
ー
ゴ
ー
ル
に
使
え
ま
す
。

平

　
体
力
テ
ス
ト
判
定
員

　
養
成
講
習
会

　
▼
と
き
＝
・
４
月
2
1
日
㈲
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西

小
倉
小
学
校
体
育
館
▼
内
容
・
：
講

義
、
実
技
、
筆
記
テ
ス
ト
▼
参
加

資
格
・
・
・
体
育
関
係
に
襖
ｂ
る
指
導

者
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
▼
受
講
料
…
千

七
百
五
十
円
（
テ
キ
ス
ト
、
認
定

料
）
▼
申
し
込
み
…
４
月
２
日
脚

か
将
甘
困
ま
で
に
市
民
体
育
課

へ
。

　
講
習
か
修
了
し
、
筆
記
テ
ス
ト

に
合
格
す
れ
ば
、
（
財
）
日
本
体
育

太陽が丘
(約8 km)

八C互三^
京阪宇治駅

　　↓
天ヶ瀬ダム

　　↓
平　等　院

　(約8km)

協
会
か
ら
体
力
テ
ス
ト
判
定
員
に

認
定
さ
れ
毒
丁
。

　
　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
４
月
1
4
日
面
（
雨
天

の
場
合
は
４
月
2
1
日
に
順
延
）
、
午

前
８
時
に
近
鉄
丹
波
橋
駅
前
集
合

▼
コ
ー
ス
・
：
丹
波
橋
↓
壷
阪
（
つ

ぼ
征
か
）
山
駅
↓
高
取
城
跡
↓
壷

坂
寺
↓
壷
坂
駅
↓
丹
波
橋
（
解
散
）

の
行
程
1
2
n
メ
ー
ト
ル
▼
持
参
品

・
・
・
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
▼
交
通
費

・
・
・
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
木

村
長
次
洽
ん
（
豊
⑩
3
6
3
3
）

へ
。
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

春の交通安全運動
4月6日～15日

新入
学
期

オリエンテーリング

3コース設置

交
通
指
導
員
の
募
集

交
通
遺
児
激
励
金

小
・
中
学
校
入
学
時
に

国
民
年
金
保
険
料

納
付
は
お
忘
れ
な
く

４
月
８
日
か
ら

市
内
各
地
で
結
核
検
診

青
年
海
外
協
力
隊

募
集
説
明
会

交通安全のための早朝啓もう

交通安全二輪車パレード

交通安全メッセージリレー

シートベルト着用街頭指導

体
力
テ
ス
ト
判
定
員

養
成
講
習
会

市
民
歩
こ
う
会

応募受け付け4月30日まで
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の利用のしかたなど。

昭和60年度･狂犬病予防注射の日程表

月　日 時　間 会　　　場

4/12

　吻

9

13

14

30-

30~
30-

1:30

4:10

5:30

広野隻会所(大久保小前)

旦　椋　公　会　堂

伊勢田北集会所

4/15

　卯

　9
10

13

14

30-

20～

30～

40-

o:oo

1:30

4:20

5:30

国鉄新田駅前

名　木　集　会　所

蓮　池　集　会　所

山際町内会集会所

4/16

　(火)

9

10

13

15

30-

50-

30～

20～

o:30

1:30

4:50

5:40

東木幡集会所

北木幡集会所

御蔵山集会所

木幡熊小路奥会所

4/17

■ (*)

9

13

30-11:30

30～15:30

小　倉　公　民　館

南　陵　集　会　所

4/18
　閑

9

13

30～11:30

30-15:15

城南荘集会所

開　公　民　分　館

4/19

　(余3

9

13
30~ll:30
30―15:00 西小倉集会所

4/22
　川)

9

13
14

30～11:30
30-14:00

20～I5:20

東宇治中学校
三室戸集会所

明　星　集　会　所

4/23
　(勾

9

10

11
13

14

30～

20～

20-

30-

50-

o:00

1:00

1:40

4:30

5:40

志i≫li|公会堂(消防器其庫前)

農協杖島支店前

東目川公民分館

紫ヶ丘公民分館

砂　田　集　会　所

4/24
　團

9

13

14

30-

30-

15～

1:30

4:00

5:10

木幡公民分館(木幡神社内)

南木幡集会所
南部福角集会所

4/25
　俐

9

9

10

13

14

30- 9:45

55～10:10

35～u:30

30-14:10

30-15:50

善　法　集　会　所

白川公民分館
農協大久保支店前

折居台北集会所

宇　治　保　健　所

4/26(4) 9:30-16:00 炭山･笠取･二尾･池尾

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
、
四
月
十

二
日
か
昇
表
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
こ
と
し
の
四
月
に
犬
の
予
防

注
射
と
登
録
か
尋
吟
る
と
来
年
三

月
ま
で
有
効
で
す
。

　
費
用
は
、
一
匹
に
つ
い
て
四
千

八
百
円
（
登
録
料
二
千
百
円
と
注

射
料
二
千
三
百
円
、
注
射
済
票
料

四
百
円
）
で
す
。
　
　
　
　
　
’

1
2
日
か
ら

市
内
3
3
会
場
で

　
事
前
に
、
は
が
き
を
お
送
り
し

て
い
る
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
必
ず
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
は
、
一
度
発
病
す
る
と

助
か
る
見
込
み
が
な
い
と
い
う
恐

う
し
い
凹
両
者
。
こ
れ
を
防
ぐ

唯
一
の
方
法
は
、
犬
の
予
防
注
射

夕
徹
底
す
る
こ
と
で
ｙ
。
こ
の
機

心
一
に
受
け
ら
元
な
い
時
に
は
、
最

寄
り
の
獣
医
師
で
必
ず
受
け
て
お

い
て
ぐ
だ
さ
い
。
狂
犬
病
予
防
注

射
で
、
犬
を
安
心
し
て
飼
い
ま
し

　
な
お
、
予
防
注
慰
蕩
で
の
犬

の
ふ
ん
便
な
ど
は
、
飼
い
主
が
責

任
か
痔
っ
て
処
理
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
予
防
注
射
の
問
い
命
幻
せ
は
、

宇
治
保
健
所
（
酋
⑩
1
1
9
1
）

か
環
境
保
全
課
（
豊
励
ぎ
１
４
１
）

ま
で
。
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

社会福祉協議会の法律(定貝10人)・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、59年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時-16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室(a⑩8698)

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の９時～16時に総合福祉会館2 階

の老人福祉センター（S図5652)で。

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
容
⑩
1
5
1
1
）

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し　尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

六地蔵・太幡・五ケ庄・m.iS.・炭山・笠取地域

1　　㎝　^^-血　辿s　平星　循留
り　　〃　非箭　宍侈誌ウ肉r用鈴じjw)　鴎ー　iiil召山　州山田　北尼園　lﾄ申(固底以吸丿　mm一郎
Ｑ　　り1　-lレftn蔚山(皿匯^　由加蒔由　町打　本弓町　佃町　屍山令m

　　　　　正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国≫.&.西)、陣之吼国鉄以削、yﾛ』原、北島．偲水、
4　24　とね/ 十mr "T日　*i バ＋町掛図町
Ｑ　　りi;　　両棚　西由　由討f用鈴じ西^　*s倉戸（日≫ﾚre）曹ノ昶　n爾IB/ゝ路　辛珊C幽妖以四丿
ｇ　　㎝　-*-**　mu.　ウノW（『祠詞ﾚj向）向i爾一･as

Ｑ　　Qn　匹兇宿　一*■I　向用　十ノff　≫心　Kail　内7由一as　ぐ丑今目-Ξ耳　天牟唇一乱s
in　に/1　　而浦一部　器閣　w野肝室拝ぶ　冊T功一SB
１１　に;り　2亘自rwiittじ蛋S1　R石≫ffl　屈:&　HM-　友／V7て烏

１り　　　　　宙m m　iEfflT　一宙tS　1=1ノ入fffl昆司5釦1
１り　　　　　*に□　由l|｜　唄「ifra≫じ)B51　轟:aこ(M幇･レ)l*t3)　■a-トrt｛rnmレ」p≪)｝
1に　　　　垣仙rぼ諒i]i百"i　#f恒f匹漕じSl　*野　-*s　　m-男　一審m一品

ｌａ　　　　　而値r両似じl百^　一太司|　ウノ忠（妬fi百自仙|）由四｛ffls*レlm)
１ヮ　　　　　･J宙r游堆じi*i　rrR淵乙　iSlifA1　ﾛｺ衣↑(;Sつきケトr）

1Q　　　　志iiir只i　必百r百　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
¶ｎ　　　　粛lIl桐　-I同|　十僣ロrra僑じ)蚕ゝ　由訂t国雰じjw)　哩1ﾛｺ（用野レi甲).ir.昌一部
りQ　　　　公鳳7

白川・志津川･菟道・宇 台・神明・広野町・開町・大久保町地域

１　　ﾜ∩　/Kほほ　少閣一無　ま山一瓶　宜逗　冨西　冨北

　　　　　　野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権見町)、琵琶、若森(国鉄以両)、夭洛<.国政以陶入
2　　22　吉羞＿蔀rま冶僊涌h 別h　牢治55宮丙剔涌約pj丙

Ｑ　　ﾜn　‾v巨　茎汰　志m.　to甕　♀マ3　Ⅲぽc用鉾じ譜
ｊ　　9,1　mm 7方車内マ栢iMm. 訂吝　自 1. 令冊= djA. 帚植田叩大畑内妙扁.、志限川

　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、薮m.、東S軍上り、東甲、四甲、同原、門剛、只川> 甲肋、
5　25　油山　公下hr閑鋒じ吏")　出｢K四鈴凹まs｣

IK　　　　　mis　井ノ岡　日誌　平3;　画ノ「1

　　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋墨、久保、両ノロー鄙、四墨、寺山咽妖以四八
17　　　　　当山(･翌平周聞仙">

　　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一邱、丸山、一里山厨逗以南、市逗以陣.)、甲局、
18　　　　^r侈i',iヽ､苗去涌吋丙")

10　　　　宙皿　一Mrli　姻なii　闇BT　T^扨（il、羞Si爾nじ東）Mit-氾

つ

な

が

務

）

/I＼倉田T・伊鶴田町・植s,町・宇治・羽拍子町地域

　　　　　　北山A ･ B・C ・D団地、中央台、酉山国逗以酉)、
1　　20　袖恋ffl削i巾含む')　　　‘’

ワ　　９　　p"ノ肉　乍茨('用鈴じ月f-.')　芸森（国許以北）単屏（国鉄以北）小佞
q　　≫　m日nl　re日1【|　唖瓦合（O～3 乃哨n 3.で）
ｊ　　･}A　施政八dの涌ne隆～ISの涌りまで）

Ｑ　　ワ";　諮j渚n¥～11∩　只i～(R　^n～sal　大只団即　山際－i氾
g　　9fi　市浦　西浦一朗　袖恋用一死（i斤鮭以内）

　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口、m貰、
8　27　扁　7;垣(女n＼而鴎;加)

Q　　9f＼　誉ノ尤　A倶　丙山r用價じ誓i　涵m　*内一部

　　　　　　.東山．天王、蔭山, 'Km、中川剰大川J京線以剌、10　5/1　-I―f女iiirs!'SP吏　図道以M")　十六ぐ国道以剣　十八(国道以東)

11　R /ワ　生肉　蛋了逗i
19　　　　諮sffi?弛r太i雨nじHki　巨訪り（まi用りﾚ諒）　　　　　　－
1q　　　　南掘湘c唾和　ffl由)　mm

　　　　　　南遊田、遊田、砂田、南山．ウトロ、毛譜一郎、甲／兄、升尻、
15　　　　　由ノffl　交太　浬而　密田町会域

16　　　　詣(闇屋)諮乱賠ぱ胞?指肩詣晶yヽ
17　　　　［±ｺiiir;ff4ﾎじirei＿Ξ斗js、js貳

1Q　　　　idJ白早田T
ｌｎ　　　　心侈　手葱riμ省じぺki　ma　^ほ

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な

どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てください。

　　　　(城南衛生管理組合)
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4月の燃えないゴミ・し尿収集日程
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